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１ 青少年育成 

⑴ リーダー研修inサマー ≪７月26(月)≫ 
   令和３年度のリーダー研修inサマーは、昨年度と同様に宿泊をせず、１日での開催となり

ました。大隅青少年自然の家で実施し、小学５年生から中学１年生まで計23人が参加しまし

た。この研修は、年齢の異なる人達や他の学校の児童生徒と共に、様々な体験活動や学習を
通して、協調性と積極性を身に付け、地域リーダーとしての自覚と自立心の育成を図ること
を主な目的としています。当日は、「安全啓発学習」「焼きそばづくり」「ボルダリング」

等の活動を通して、互いに協力しながら交流を深めました。 
今回の経験を生かし、各学校や地域での行事等においてそれぞれがリーダーシップを発揮

し、将来はリーダーとして活躍できる人材に成長してほしいと期待しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                  
 ⑵ ＪＡＣＯクラブの設立と研修 
   本年度から小学５・６年生のイン・リーダークラブと中学生、高校生のジュニア・リーダ

ークラブを合同とし、ＪＡＣＯ（ジャコ）クラブを設立しました。活動の更なる充実に向け
て、様々な研修や各種イベント時のボランティアスタッフとして参加をするなどの活動を行
っていきます。今年度は、下記のような内容で研修を実施しました。 

開 催 日 内 容 【活動場所】 

５月８日 
・ イン・リーダークラブ、ジュニア・リーダークラブ解団式【市文化会館】 

・ 志布志市ＪＡＣＯクラブ設立総会【市文化会館】 

５月 29 日 
・ ＳＤＧｓについて学ぼう 

・ ウミガメ保護活動（海岸清掃）【ダグリ岬海岸】 

６月 26 日 
・ 危険予知トレーニング（ＫＹＴ） 
・ 竹細工・昔遊びをしよう！【有明開田の里】 

７月 26 日 
・ 危険予知トレーニング（ＫＹＴ） 
・ 焼きそばづくり、ボルダリング等【大隅青少年自然の家】 

10 月 30 日 
・ 志布志麓の歴史を学ぼう 

  講師 東川隆太郎氏（かごしま探検の会） 

11 月 21 日 
・ プラホビー制作  講師 大隅青少年自然の家所員 

・ 志布志郷土かるた大会【市文化会館】 

12 月 25 日 
・ ミニ門松制作      
・ 令和４年成人式お祝いメッセージボード制作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【焼きそばづくり】 【ボルダリング】 【安全啓発活動】 

【ウミガメ保護活動】 【志布志麓の歴史を学ぼう】 【志布志郷土かるた大会】 
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 ⑶ 青少年国内・国外研修 
   本市においては中学生・高校生を対象とした「海外研修」及び小学生・中学生を対象とし

た「国内研修」を実施しています。（令和３年度は中止） 

研修名 対 象 内 容 等 

シアトル 

研修  
高校生 

 シアトル市でホームステイしながら、現地の学校に通学する。

休日は、ホストファミリーと過ごす中で英語を学ぶ。 

カリフォルニア

研修  
中学生 

 カリフォルニア州でホームステイしながら、語学研修や施設見

学等を行う。 

山形研修 小・中学生 
 山形県酒田市研修生との交流。夏は志布志市で、冬は酒田市で
実施する。パートナー宅にお互いがホームステイする。 

⑷ 土曜体験広場の実施 
  平成 27 年度より、青少年育成を地域ぐるみで推進するために、毎月第３土曜日を中心に校

区公民館が中心となって、様々な体験活動を提供し実践する「土曜体験広場」を開設してい
ます。地域の方と青少年のふれあいを推進するとともに、地域の特色を生かした様々な体験
活動を通して青少年の健全育成を図っています。 

 
２ 生涯学習・文化財・生涯スポーツ 

⑴ 志布志創年市民大学 
   「創年と子供のまちづくり」「地域学から始まるまちづく

り」の２つの校訓を掲げ、人財を育む市民大学として開校
し、年齢・職業を問わず市内外から約 70人の学生が在学し

ています。年 14回のカリキュラムでは、全国のまちづくり
実践の第一人者や著名人を講師に迎えて幅広い講座を開講
しています。 

⑵ 青少年音楽祭 
  市内の小学校１校、中学校３校、高等学校２校の吹奏楽
部が市文化会館を会場にして毎年１回開催します。吹奏楽

部部員の保護者はもちろん、多くの市民の皆さんが鑑賞し、
交流を深めます。 

⑶ 自主文化事業 
   市民を対象として実施しています。本年度は、志布志市

市制施行 15 周年記念『大野雄二トリオルパンジャズライ
ブ』を企画しました。（ポスター①）   

⑷ 志布志市埋蔵文化財センター 
平成 24 年度に開館した市埋蔵文化財セ

ンターでは、志布志の歴史についての詳し

い解説パネルや市内から見つかった貴重な
品々を展示しています。当時を再現した志
布志城跡の模型もあります。毎年企画展を

開催し、本年度は８月４日から 11月 28 日        
『原田３号地下式横穴墓～千五百年の眠
りから覚めた副葬品の詳細～』企画展を開

催しました。（ポスター②） 
⑸ 生涯スポーツの推進 
 青少年から高齢者までが、幅広く生涯スポーツや競技スポーツ

の推進に努めています。出前講座によるニュースポーツ体験、市
民対象のジョガー駅伝競走大会、市地域女性連絡協議会等の各団
体主催のグラウンドゴルフ大会、小学生を対象にしたカヌー教室

を実施しました。また、本市初の総合型地域スポーツクラブ「レ
インボー424 スポーツクラブ」が設立され、スポーツを楽しむ環
境が整えられました。 

 

【青少年音楽祭】 

【講座の一場面】 

【カヌー体験教室】 

【ポスター①】 【ポスター②】 
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令和３年度　東串良町の生涯学習　

19

１ 生涯学習講座 → 14講座を開設

トールペイント，自律神経を整える呼吸・ヨガ・ストレッチ，リハビリピラティス，

書道，シルバーリハビリ体操と笑いヨガ，３Ｂ体操，太極拳，卓球教室，エコクラフト，

コーラス，やさしいハガキ絵，山野草，はじめよう考古学，民踊教室

２ 家庭教育学級 → ７学級を開設

青葉保育園， 豊栄保育園， 柏原保育園， 池之原幼稚園，

池之原小学校，柏原小学校，東串良中学校

３ 地域女性学級 → ４地域で開設（新川西，岩弘上・上東，岩弘下南，柏原）

昔の遊び(お手玉) 「いのち」に関する講話

ウインターアドベンチャー事業

山野草講座 書道講座

４ 学校応援団

【池之原小学校】

昔の遊び

【柏原小学校】

唐仁古墳群及び町の文化財についての授業，ピーマンの栽培支援，

「いのち」に関する講話

【東串良中学校】

東串良町の偉人について講話，人権教室，農業と歴史について講話

５ 青少年関係

○ウィンターアドベンチャー

（アイススケート体験）

●柏原大相撲（子ども相撲）（中止）

●サマーアドベンチャー（中止）
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８ 社会体育関係

○第21回肝属地区体育大会

○すこやかグラウンドゴルフ大会

●第55回町民運動会（中止）

●第44回肝属地区スポーツ少年団交歓大会

（肝付町）（中止）

●第26回町スポーツ少年団交歓大会（中止）

●町スポーツ少年団体力テスト（中止）

●第54回町駅伝競走大会（中止）
肝属地区体育大会

６ 図書館関係

読書会（年３回），ブックスタート事業（年４回），スタンプキャンペーン第10弾，

第45回東串良町読書感想文コンクール

考古学者の仕事体験(その１)

読書会

７ 文化財・芸術文化関係

文化財広報活動， 唐仁古墳群内雑木伐採作業，唐仁古墳群報告書作成作業,

出前授業(柏原小学校)，唐仁古墳群調査検討委員会，考古学者の仕事体験，

郷土芸能保存会，町文化祭（中止）

考古学者の仕事体験(その２)

出前授業(柏原小学校)唐仁古墳群保存活用検討委員会

ブックスタート
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令和３年度 錦江町の生涯学習 

Ⅰ 公民館活動 

○ 公民館講座 
町民の多様化した学習ニーズに対応するため、「いつでも、どこでも、だれでも」気

軽に学習できる生涯学習体制の整備を推進し、また町民が楽しみながら学べる機会を
提供し、参加者の自主性を生かす公民館講座を開設しました。 

   本年度は総合交流センター4 講座、田代分館講座 3 講座、町内共通 1 講座の計 8 講
座を実施、延べ 71 人の受講となりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ 図書館活動 

○ 5 月 25 日〜6 月 25 日 町内小学校６校 出前読み聞かせ 
 
 ○ 12 月         小学校生活科図書室見学 
   
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 夜のおはなし会 

２月 26(予定)の読書まつりでは、家庭、地域における子ども読書活動の推進、地域
の活性化を目的として、主に錦江町文化センター図書室を会場に、読み聞かせ、ワー
クショップ（しおり作り）、ブックカフェ等を実施します。 

 

石けんの彫刻 錦江町歴史まちあるき 

生活科図書室見学(神川小学校 2 年生) 生活科図書室見学(大根占小学校 2 年生) 
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Ⅲ 青少年教育 

○ トワイライト事業 
１ 期 日：12 月 26 日（日）〜12 月 28 日（火） ２泊３日 
２ 場 所：南薩少年自然の家 
３ 参加者：小学生５人、中学生１人（計６人） 
４ 内 容：隔年で実施するトワイライト事業は、県外研修で異年齢交流を通してジ

ュニア・リーダー育成を目的とした事業ですが、今年度は新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため県内での実施となりました。８月に奄美少年
自然の家での事業を計画（小学生 14 人、中学生６人の計 20 人）してい
ましたが、新型コロナウイルス感染拡大のため延期としました。冬休み
期間の事業として募集したところ６人と少数での実施となりましたが、
キャンプ、サイクリング、カヌー、ニュースポーツを異年齢で仲良く体
験して交流を深めることができました。 

 
 
 
 
 
 
     野外炊飯            カヌー       サイクリング 
 

〇 子ども会創作活動 
１ 期 日：12 月 18 日（土） 午前９時 00 分〜 
２ 場 所：錦江町文化センター ２階会議室 
３ 参加者：小学生 101 人、中学生２人 育成者 57 人（計 160 人） 
４ 内 容：町内の子ども会会員・育成者が一堂に会し、創作活動等を通して、相互

の交流を深めながら、子ども会活動の拡充を図りました。今回はスノー
ドームを作り、かわいいサンタさんの入った作品ができ上がりました。 
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青少年育成 
１ 南端まちづくり活動 
  毎月第３土曜日の青少年育成の日に「南端まちづくり活動の日」と称し、南大隅町の玄関口

である、根占交番横花壇やみなと公園等の環境整備を実施しています。また、各地区公民館や

各集落においても、第３土曜日に限らず、積極的に環境整備を実施しています。 
 

                        

  
 
２ 子ども会活動 

町子ども会育成連絡協議会の主催で様々なイベントを開催しています。今年度の「南大隅町

子ども会交流大会」は、昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染リスクに配慮し、全体を

集めての開催ではなく、各家庭で親子の時間を楽しむ形で実施しました。内容は、「おうち時間

を楽しもう」と題して、①おうちでハンドメイド（プラバン de 工作・サマーリース・紙粘土 de
貯金箱）、②おうちでアート（絵手紙・手形足形アート・絵本作り）、③おうちでガーデニング

（花を育てましょう・野菜を育てましょう・スプラウト栽培）の３つの活動を実施しました。 
それぞれの家庭での活動の様子は、写真を撮って報告してもらいました。また、町広報誌や

ホームページ等に掲載し、活動についてみんなで感動を共有しました。おうちでの取組は、ま

さに手作り感のあふれる大会となりました。 
                    
  
 
  
 

 

 

 

 

 
   【おうち時間を楽しもう】 

令和３年度南大隅町の生涯学習 

【南端まちづくり活動参加者】 【活動の様子】 
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【海岸清掃ボランティア参加者】 

成人教育 
１ 南大隅町各種女性団体連絡協議会           

 本協議会は７団体で組織されており、相互の連携を深めるとともに地域や女性の生活をめぐ

る諸問題について、行政との連携を図りながら学習活動や実践活動を進め、女性団体の充実と

地域社会の振興に努めています。 

今年度は、みなみおおすみ海岸クリーンアップ作戦と 

題して、根占港海岸一帯の清掃を行い、プラスチックな 

どの漂着ゴミを回収しました。清掃後は「自分たちの町 

は自分たちの手できれいにしていきたい。」 といった声 

もきかれました。この活動は地域のよさを改めて感じさ 

せてくれました。住みよい町づくりの第一歩は、こうい 

う活動から始まるのかもしれません。 

２ 家庭教育学級運営研修会 

 家庭教育学級の運営に携わる学級生や教職員が、お互いに知恵を出し、協力し合って家庭教

育学級の運営に関する悩みや共通の課題の解決に向けて協議することにより、家庭教育の重要

性を再認識し、学級におけるより質の高い学習を創造していくことを目的として、本研修会を

毎年開催しています。今年度は鹿児島純心女子短期大学准 

教授の森木朋佳氏を招いて、『「ちゃんと」きく、「きちん 

と」伝える』と題して講演会を開催しました。子育ての経 

験から、また失敗、今回はよかったかも・・・を繰り返し 

ながら「対話」について考えたことをヒントに子どもだけ 

でなく、自分以外のすべての人との関わり方や「横並びの 

関係」の大切さについて学びました。 

 

図書館教育 

 
 
南大隅町では平成 26 年度から新生児に絵本を 2 冊プレゼントする「ブックスタート事業」 

を開始し、保護者が子どもと直接向き合い、幼いときから絵本の読み聞かせをして、子どもの

感性や想像力を豊かに育てる時間がつくれるように支援しています。また、ブックスタートで

始まった絵本との関わりを更に継続していただくために、「南大隅町子ども読書啓発事業」と

してセカンドブック・サードブック事業を導入しました。子どもと読書活動をつなぐ実践活動

として、幼い頃から多くの本に接し、本の楽しさを知り、親子、家庭、地域のコミュニケーシ

ョンの必要性と保護者の読書に対する意識改革を図り、どの家庭にも本のある環境づくりを応

援しています。 
 

【対話について考えましょう】 

○  赤ちゃんブックスタート事業「はじめまして赤ちゃん」  

○  就学前セカンドブック事業「もうすぐ１年生」  

○  サードブック事業「いよいよ中学生！」 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

  

  

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

  

  

  



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

  
 

 

  

  

  


